
参加費無料           第２回 瀬戸旭医師会・公立陶生病院合同市民フォーラム 
 

 

放放 射射 能能 をを 考考 ええ るる  
～～  放放射射線線のの人人体体へへのの影影響響  ～～ 

 
 
福島第一原発の事故以来、今までばく然としたイメージであった放射能あるいは被ばく

という問題が、身近な不安として日常生活に入り込んできました。普段の生活の中で、

私たちはどれくらいの被ばくを受け、身体はどの様な影響を受けているのでしょうか。ま

たどのようなことに気をつけたらいいのでしょうか。放射能を必要以上に恐れたり、軽視

したりすることなく、「適切にこわがる」ためには、放射能に対する正しい知識を持つこと

が大切です。 

今回の市民フォーラムでは藤田保健衛生大学の鈴木昇一先生をお迎えして、放射能

にかかわるいろいろなお話をいただきます。多くの方々にご参加いただき、放射能に対

する理解を深めていきたいと思います。 
 

  日  時  平成 24 年 2 月 18 日（土曜日） 午後 2時 30 分から 4時 30 分 
（開場：午後 1時 4５分） 

 

  場  所  瀬戸旭医師会館 １階ホール 
瀬戸市西長根町１０番地    Tel（０５６１）８４－１１５５ 

 

  申込先  瀬戸旭医師会 Tel（０５６１）８４－１１５５ ／ Fax ８４－５７７６ 
                    E-mail：isikai@setoasahi.com 

 ・氏名、電話番号、参加人数をご連絡下さい。 

 

  定  員  200 名（講演会場 120 名＋ビデオ会場 80 名） 
             ※定員になりましたら締め切りとさせていただきます。 
 

 

      プ ロ グ ラ ム 
 

司 会  瀬戸旭医師会 理事 鳥井彰人 

挨 拶  瀬戸旭医師会 会長 野田正治 

公立陶生病院 副院長 味岡正純 

講 演 

「放射能を考える ～放射線の人体への影響～」 

藤田保健衛生大学 医療科学部 放射線学科 

放射線保健管理学 教授 鈴木昇一 先生 

 閉 会  瀬戸旭医師会 副会長 金森俊輔 

 

主催：瀬戸旭医師会／公立陶生病院 

後援：愛知県瀬戸保健所／瀬戸市／尾張旭市／長久手市 

瀬戸旭長久手薬剤師会／瀬戸労働基準協会 

■公共交通機関の場合 
名鉄瀬戸線水野駅から南へ徒歩１５分 
 名鉄バス長根バス停下車１分 
●駐車場のご案内（台数に限りがございます。） 
 瀬戸旭医師会館  
 聖カピタニオ女子高等学校  
  


